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【技術分類】１－６－２ 単位操作／膜分離／膜構造 
【技術名称】１－６－２－１ 対称膜と非対称膜 
 
【技術内容】 
膜の構造は、素材、製造方法、製造条件によって異なり、対称構造（対称膜）と非対称構造（非対

称膜）に分けられる。 
 膜の断面構造が表裏対称になっている膜を対称膜（symmetric membrane）という。膜の断面を拡

大して観察した場合セロファンのように断面の中心線に対して対称な構造をしている。 
これに対し、膜の断面構造が表裏対称でないものは、非対称膜（asymmetric membrane）という。

膜の断面を走査型電子顕微鏡（SEM）写真で見たとき、膜の表面はスキン層と呼ばれるち密な薄い層

（機能層）で、その他の大部分はこのスキン層を支える支持層で構成されている。このように非対称

膜は表面に非常に薄い繊密層（機能層、0.1～1μm 程度）とそれを支持する多孔質層から形成されて

いる。分離は膜表面の緻密層（機能層）にて行われるので、ろ過抵抗（通水抵抗）を小さくするため

には、より薄くて均質な緻密層（機能層）の形成が要求される。 
水道用膜ろ過として用いられる分離膜について、対称膜と非対称膜の素材及び製造法を記述する。 
有機膜で MF 膜（精密ろ過膜）の場合、大部分が対称膜であり、その製法は延伸法、抽出法、熱溶

融急冷凝固法である。無機膜で MF 膜の場合もほとんどが対称膜であり、製法は焼結法である。 
非対称膜は、有機膜で UF 膜（限外ろ過膜）の場合に多く、製法は相転換法である。無機膜の場合

も UF 膜は非対称膜が多く、製法はゾルゲル法である。 
膜の細孔径の小さい膜、すなわち小さい粒子まで除去できる膜には非対称膜が多い。 

尚、ナノろ過膜、逆浸透膜の場合は、ほとんどが有機膜で、非対称膜である。 
 
【図】 
  図  非対称膜の模式図、対象膜の模式図 
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